
単位：万円

表１  一般会計の決算収支状況

① 歳入総額 63 億 5,966

② 歳出総額 61 億 4,183

③ 歳入歳出差引額（①－②） 2億 1,783

④ 翌年度へ繰り越すべき財源 1,633

⑤ 実質収支（③－④） 2億 150

⑥ 単年度収支 ▲ 770

⑦ 財政調整基金積立金 3億 8,284

⑧ 繰上償還金 0

⑨ 財政調整基金取崩額 ５億 1,509

⑩ 実質単年度収支
（⑥＋⑦＋⑧－⑨）

▲ １億 3,995

用・語・解・説

【依存財源】
①地方交付税 28 億 2,780 万円（44.4㌫）

②町債 6 億 6,110 万円（10.4㌫）

③県支出金 4 億 8,134 万円（ 7.6㌫）

④国庫支出金 3 億 3,669 万円（ 5.3㌫）

⑤地方消費税交付金 １億 1,671 万円（ 1.8㌫）

⑥その他（地方譲与税など） １億 1,139 万円（ 1.8㌫）

【自主財源】
⑦繰入金 6 億 1,959 万円（ 9.7㌫）

⑧町税 ６億 1,661 万円（ 9.7㌫）

⑨繰越金 3 億 4,819 万円（ 5.5㌫）

⑩使用料・手数料 １億 5,374 万円（ 2.4㌫）

⑪その他（財産収入など） 8,650 万円（ 1.4㌫）

（一般会計）（一般会計）

歳入歳入
63億5,966万円63億5,966万円

依存財源依存財源
45億3,503万円 （71.3%）45億3,503万円 （71.3%）

自主財源自主財源
18億2,463万円 18億2,463万円 

（28.7%）（28.7%）

（一般会計）（一般会計）

歳出歳出
61億4,183万円61億4,183万円

【目的別】
❶総務費 16 億 2,582 万円（26.5㌫）

❷民生費 10 億 3,970 万円（16.9㌫）

❸土木費 7 億 8,353 万円（12.7㌫）

❹公債費 ７億 5,987 万円（12.4㌫）

❺農林水産業費 ５億 1,670 万円（ 8.4㌫）

❻教育費 ４億 6,004 万円（ 7.5㌫）

❼衛生費 4 億 1,942 万円（ 6.8㌫）

❽消防費 3 億 1,325 万円（ 5.1㌫）

❾その他（商工費など） ２億 2,350 万円（ 3.7㌫）

　一般会計＝町の基本となる会計。福祉や土木、教育など一般的な
事業を行う。依存財源＝国や県などから交付されるお金。自主財源
＝町が自ら収入できるお金。地方交付税＝一定水準の行政サービ
スができるよう自治体の財政状況に応じて国から交付されるお金。

町債＝道路改良や施設整備などを行う際にその資金として長期的
に借り入れるお金。また、財源不足を補うため地方交付税の代わ

りに借りるお金。繰入金＝基金（貯金）や特別会計から入るお金。
総務費＝役場新庁舎の建設や維持管理、地域振興、情報政策、交通
対策、選挙などに要する経費。民生費＝児童・高齢者・障がい者な
どの福祉全般に要する経費。土木費＝道路整備や除雪、町営住宅管
理、さゆり公園管理に要する経費。公債費＝借入金の返済に要する
経費。農林水産業費＝農林業の振興などに要する経費。教育費＝小
中学校、スクールバス、給食センター、公民館などに要する経費。

衛生費＝予防接種や検診、ごみ処理、環境対策などに要する経費。
消防費＝喜多方広域消防や消防団、消防施設、防災に要する経費。

　

平
成
30
年
度
の
歳
入
は
、
繰

越
金
や
寄
附
金
な
ど
が
増
額
と

な
っ
た
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
財
産

収
入
、
繰
入
金
、
町
債
（
借
入

金
）
な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
９
億
４
２
０
０
万

円
減
（
マ
イ
ナ
ス
12
・
９
㌫
）
の

63
億
５
９
６
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
の
歳
出
総
額
は

前
年
度
比
８
億
１
１
６
４
万
円

減
（
マ
イ
ナ
ス
11
・
７
㌫
）
の

61
億
４
１
８
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

目
的
別
の
前
年
度
と
の
比
較
で

は
、
総
務
費
が
役
場
新
庁
舎
整

備
事
業
や
菌
床
生
産
培
養
施
設

整
備
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、

６
億
１
６
９
１
万
円
の
減
額
と

な
り
、
土
木
費
で
は
町
道
野
沢
・

柴
崎
線
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、

２
億
３
２
８
９
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計  

歳
入

 

（
総
額
63
億
５
９
６
６
万
円
）

■
一
般
会
計  

歳
出

 

（
総
額
61
億
４
１
８
３
万
円
）

■
決
算
の
概
要

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計

の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が

63
億
５
９
６
６
万
円
、
歳
出
総
額

が
61
億
４
１
８
３
万
円
、
差
し
引

き
２
億
１
７
８
３
万
円
の
黒
字
で

決
算
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
令
和
元
年
度
に
繰
り

越
し
た
事
業
に
１
６
３
３
万
円
の

財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
令
和
元
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
２
億
１
５
０
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
29
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し

町の家計簿
平成30年度  決算報告

平成30年度の一般会計の
歳出総額は61億4183万円

　決算に表れる数字は、その年度に町がどのような事業に取り組み、どれだけのお金を使った

のか、また、財政状況や将来の負担はどうなるのかなどを読み取るために重要な役割を果たし

ます。今月号では、町議会９月定例会で認定された平成 30年度の一般会計および特別会計の

決算をお知らせします。

　

歳
入
全
体
の
44
・
４
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
４
７
１
９
万
円
の
減
額
と
な

り
、
大
雪
や
自
然
災
害
な
ど
特

別
な
事
情
で
交
付
さ
れ
る
特
別

交
付
税
も
９
５
６
１
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は

４
億
８
２
１
５
万
円
の
大
幅
な
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
役

場
新
庁
舎
整
備
に
か
か
る
庁
舎
整

備
基
金
繰
入
金
の
減
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

一
方
、
農
林
水
産
業
費
、
消
防

費
、
教
育
費
、
公
債
費
は
次
の
事

業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
＝
菌
床
栽
培
ハ

ウ
ス
整
備
事
業
費
の
増
額
に
よ
り

２
７
２
２
万
円
の
増
、
消
防
費
＝

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

や
防
火
水
槽
新
設
工
事
（
塚
田
、

黒
沢
）、消
防
屯
所
新
築
工
事
（
縄

①①

②②

❶❶

❹❹

❺❺

❻❻

❼❼
❽❽ ❾❾

❷❷

❸❸

③③

④④

⑤⑤⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧
⑨⑨ ⑩⑩

⑪⑪

引
い
た
単
年
度
収
支
は
７
７
０
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
（
表

１
）。

沢
）
な
ど
に
よ
り
７
０
８
０
万

円
増
、
教
育
費
＝
小
学
校
プ
ー

ル
新
築
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り

９
３
３
０
万
円
増
、
公
債
費
＝
臨

時
財
政
対
策
債
（
財
源
不
足
を
補

う
た
め
発
行
す
る
地
方
債
。
元
利

償
還
金
は
後
年
度
の
地
方
交
付
税

と
し
て
、
そ
の
全
額
が
措
置
さ
れ

る
）
分
な
ど
の
返
済
金
の
増
に
よ

り
７
２
５
万
円
増
。
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基金名 平成30年度末 残高
財 政 調 整 基 金 8 億 486
減 債 基 金 1,500
庁 舎 整 備 基 金 1,956
ふ る さ と 振 興 基 金 1,075
生 き が い 福 祉 基 金 575
小 中 学 校 交 流 基 金 1,105
国民健康保険運営基金 1,516
介 護 給 付費準備基金 4,975
下水道排水設備工事費貸付基金 1,274
東日本大震災復興基金 70
新田正夫教育振興基金 758
みんなで創る未来基金 9,003
土 地 開 発 基 金 9,177
生 活 援 助 貸 付 基 金 1,006
肉用牛特別導入事業基金 733
高額療養費支払資金貸付基金 400

表２ 特別会計等の決算状況 単位：万円表３ 基金（貯金）の残高 単位：万円
特別会計等名 歳入総額 歳出総額 差引額

工業団地造成事業 ６ 0 ６

住宅団地造成事業 1,293 354 939

下 水 道 施 設 事 業 1 億 6,044 1 億 5,538 506

農業集落排水処理事業 1 億 3,209 1 億 2,870 339

個別排水処理事業 5,869 5,544 325

後 期 高 齢 者 医 療 9,764 9,762 2

国民健康
保　　険

事業勘定 8 億 4,300 8 億 2,946 1,354

診療施設勘定 ３億 1,295 2 億 9,030 2,265

介 護 保 険 11 億 9,850 11 億 6,772 3,078

簡 易 水 道 等 事 業 8,170 7,757 413

水道事業
会　　計

収益的収支 1 億 6,646 1 億 5,802 844

資本的収支 7,165 １億 4,875 ▲ 7,710

特別会計等   総額 31 億 3,611 31 億 1,250 2,361

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
で
は
、
①
実
質

赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将

来
負
担
比
率
（
以
下
、
①
〜
④
＝

健
全
化
判
断
比
率
）
と
⑤
資
金
不

足
比
率
を
議
会
に
報
告
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
に
公
表
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
決
算
で
は
各
会
計

に
お
い
て
赤
字
や
資
金
不
足
は
な

く
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字

で
決
算
し
た
た
め
、
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担

比
率
は
表
４
の
と
お
り
で
あ
り
、

両
比
率
と
も
国
が
定
め
る
基
準
値

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
実
質
公

債
費
比
率
は
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
、
将

来
負
担
比
率
は
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率

の
増
加
の
主
な
要
因
は
、
小
学
校

新
築
事
業
等
の
町
債
（
借
入
金
）

の
返
済
が
始
ま
っ
た
こ
と
と
、
普

通
交
付
税
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。
将
来
負
担
比
率
の
増
加
は
、

財
政
調
整
基
金
等
の
基
金
（
貯
金
）

の
減
と
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
末
の
町
債
の
残
高

指　標 平 成
29年度

平 成
30年度 基準値

実質公債費比率
（標準財政規模に占め
る借入金の返済額の
割合）

11.9㌫ 12.5㌫

25㌫以上
 →早期健全化
35㌫以上
 →財政再生

将来負担比率
（標準財政規模に対する
実質的な負債の割合）

111.4㌫ 115.6㌫
350㌫以上
 →早期健全化

表４  財政健全化判断指標

グラフ１
年度末の町債（借入金）残高の推移

グラフ２
年度末の財政調整基金（貯金）残高の推移

※ 上記の残高のうち、およそ６割が地方交付税で補てんされるため、
実質的な町の負担は４割程度となっています。

（億円）（億円）

（億円）（億円）

（単位：万円）（単位：万円）

（単位：万円）（単位：万円）

平成26年度平成26年度

平成26年度平成26年度

平成27年度平成27年度

平成27年度平成27年度

平成28年度平成28年度

平成28年度平成28年度

平成29年度平成29年度

平成29年度平成29年度

平成30年度平成30年度

平成30年度平成30年度

合計合計
112億8,079112億8,079

水道事業会計水道事業会計
12億4,63012億4,630

特別会計特別会計
28億6,65228億6,652

    一般会計    一般会計
71億6,79771億6,797

111億5,894111億5,894

11億3,30111億3,301

11億6,21311億6,213

27億6,29527億6,295

72億3,38672億3,386

112億1,875112億1,875

11億1,33911億1,339

10億7,55510億7,555

26億2,95526億2,955

75億1,36575億1,365

110億9,293110億9,293

10億7,12110億7,121

108億6,665108億6,665

９億3,711９億3,711
8億4868億486

10億56710億567 9億4,2669億4,266

25億2,57425億2,574 24億2,00024億2,000

75億6,15275億6,152 75億39975億399

■
特
別
会
計
等

　

町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
９

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
で

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
等
で
は
、
上
・
下
水

道
事
業
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

や
国
保
診
療
所
、
介
護
保
険
な
ど

の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30

年
度
の
す
べ
て
の
特
別
会
計
等
の

決
算
は
、
歳
入
が
31
億
３
６
１
１

万
円
、
歳
出
は
31
億
１
２
５
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

■
実
施
し
た
主
要
事
業

 

（
一
般
会
計
）

【
総
務
費
】

　

役
場
庁
舎
移
転
事
業
＝

１
億
７
７
５
２
万
円
、
総
合
計
画

策
定
事
業
＝
７
０
２
万
円
、
新
産

業
創
出
事
業
＝
５
４
８
万
円
、
温

泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
外
部
改

修
工
事
５
９
７
８
万
円
、
国
際

芸
術
村
食
事
提
供
施
設
工
事
＝

１
０
４
６
万
円

【
民
生
費
】　

　

出
産
祝
金
＝
６
５
０
万
円
、
雪

処
理
支
援
隊
事
業
＝
１
６
５
万

円
、
除
排
雪
費
用
助
成
事
業
＝

１
８
７
万
円
、
後
継
者
対
策
（
婚

活
）
事
業
＝
４
０
０
万
円
、
結
婚

祝
金
＝
１
２
３
万
円
、
敬
老
祝
金

＝
５
６
５
万
円
、
認
定
こ
ど
も
園

運
営
費
＝
１
億
７
３
２
４
万
円

【
衛
生
費
】

　

予
防
接
種
事
業
＝
２
２
７
９
万

円
、
検
（
健
）
診
事
業
＝

１
５
７
６
万
円
、
自
動
電
子
血
圧

計
購
入
補
助
事
業
＝
１
２
１
万
円
、

ご
み
処
理
費
＝
３
９
６
２
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
＝
７
９
３
５
万
円
、
多
面

は
、
１
０
８
億
６
６
６
５
万
円
で

前
年
度
よ
り
も
２
億
２
６
２
８
万

円
減
少
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
す

べ
て
に
お
い
て
前
年
度
よ
り
も
町

債
残
高
は
減
少
し
ま
し
た
（
グ
ラ

フ
１
）。
な
お
、
残
高
の
う
ち
、
お

よ
そ
６
割
が
地
方
交
付
税
で
補
て

ん
さ
れ
る
た
め
、実
質
的
な
町
の
負

担
は
４
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
末
の
財
政
調

整
基
金
の
残
高
は
、
事
業
の
実
施

や
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
っ
て

８
億
４
８
６
万
円
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
も
１
億
３
２
２
５
万
円
減

少
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

　

公
債
費
は
、
認
定
こ
ど
も
園
整

備
時
の
借
入
の
返
済
が
始
ま
る
な

ど
、
今
後
数
年
間
は
増
加
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
実
質
公
債
費
比

率
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
で
は
、
引
き
続
き
、

自
主
財
源
の
確
保
や
計
画
的
な
町

債
の
借
り
入
れ
、
事
務
事
業
の
合

理
化
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
・
町
債
残
高
・
基
金
残
高

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
等

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
＝

４
０
６
３
万
円
、
有
害
鳥
獣
対
策

事
業
＝
３
０
８
万
円
、
菌
床
栽
培

ハ
ウ
ス
整
備
工
事
（
８
棟
）
＝

７
２
０
４
万
円
、
広
葉
樹
林
放
射

能
対
策
事
業
＝
５
４
７
４
万
円

【
土
木
費
】

　

除
雪
費
＝
１
億
７
９
４
１
万

円
、
町
道
改
良
舗
装
事
業
（
野

沢
安
座
線
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド

補
修
、
下
野
尻
北
裏
線
）
＝

１
億
５
５
７
１
万
円
、
橋
り
ょ
う

補
修
事
業
（
引
牧
橋
、
新
町
橋
）

＝
３
８
８
８
万
円
、
さ
ゆ
り
公
園

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事

＝
６
２
０
２
万
円
、
町
営
西
原
住

宅
屋
根
塗
装
工
事
＝
１
８
５
９
万
円

【
消
防
費
】

　

防
火
水
槽
新
設
工
事
（
塚
田
、

黒
沢
）
＝
１
８
３
５
万
円
、
消

防
屯
所
新
設
工
事
（
縄
沢
）
＝

１
４
６
２
万
円
、
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
＝

６
１
２
３
万
円

【
教
育
費
】　

　

教
育
改
革
サ
ポ
ー
ト
事
業
＝

５
９
６
万
円
、
西
会
津
高
校
活
性

化
対
策
事
業
＝
３
７
７
万
円
、
学

校
教
育
支
援
員
等
配
置
事
業
＝

１
２
７
９
万
円
、
小
学
校
プ
ー
ル

建
設
整
備
事
業
＝
８
６
８
５
万

円
、
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
＝

６
３
３
万
円

６月に完成した小学校プール
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